
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年８月６日 １０時３４分頃 

発生場所 岡山県倉
くら

敷
しき

市葛
かつら

島南東方沖 

 水島港西１号防波堤灯台から真方位１１５°２.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°２７.３′ 東経１３３°４６.２′） 

事故の概要  油タンカー周
しゅう

宝
ほう

丸は、南南東進中、干出岩に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年８月１５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

油タンカー 周宝丸、１９９トン 

 １３５０３８、日東海運合資会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船底外板に凹損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風速 約４～５m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期、潮高 約２１０cm（水

島）、潮流 東流約１ノット（kn） 

 事故の経過 本船は、船長ほか４人が乗り組み、空倉で、香川県小豆
しょうど

島町池田
い け だ

港

に向け、倉敷市水島港の企業岸壁を出航した。 

本船は、１.５Ｍレンジに設定したレーダー及びＧＰＳプロッター

を作動させ、船長が単独で船橋当直につき、水島港南方沖に向け、約

１１knの対地速力で手動操舵によって南進した。 

船長は、航海計画の変針予定位置に到達したので、左舵を取って本

船を南南東進させた。 

船長は、レーダー及び目視で周囲を確認して前路に航行の支障とな

る他船が見当たらなかったので、船橋内右舷後部の海図台で‘池田港

での作業項目の作成’（以下「本件作業」という。）を行おうと考え

た。 

船長は、東流及び南西風があることを知っていたが、本件作業に要

する時間は数分程度であり、手動操舵のままでも数分程度であれば同

じ進路を保持できると考え、自動操舵に切り替えることなく操舵装置

から離れて海図台に移動した。 

船長は、船尾方を向いて海図台の前に立ち、本件作業を行っていた

ところ、本船の進路は、東流及び南西風の影響で当初より左を向くよ

うになった。 

船長は、船首方を確認しようと思い、本件作業を中断して操舵装置

の前に移動した際、下から突き上げるような衝撃を感じた。本船は、



ヒコベと称する干出岩（以下「本件干出岩」という。）に乗り揚げ

た。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航行経路図 

 

船長は、直ちに主機を停止した上で、乗組員の負傷の有無及び本船

の損傷状況の調査等を行い、浸水がないことを確認し海上保安庁に本

事故の発生を通報するとともに、Ａ社にも報告した。 

本船は、Ａ社が手配したタグボートによって引き出され、自力で水

島港内の錨地に向かった。 

本船の喫水は、船首約０.７ｍ、船尾約２.６ｍであった。 

船長は、本事故発生の約２年６か月前から本船に乗船しており、水

島港への出入港の経験及び事故発生場所付近の海域を航行した経験が

幾度もあり、本件干出岩の存在も知っていた。 

本事故当時、本船の操舵装置に異状はなかった。 

船長は、ふだんから、航海計画どおりに本船を航行するのであれ

ば、ＧＰＳプロッターの（水深を知らせる）深度警報の設定は必要な

いと思っていたので、本事故当時、警報設定を行っていなかった。 

分析 本船は、南南東進中、東流及び南西風の影響を受けて進路が左偏し

ていたものの、船長が、船位の確認を行わなかったことから、本件干

出岩に向かっていることに気付かず、本件干出岩に乗り揚げたものと

考えられる。 

船長は、レーダー及び目視で前路に航行の支障となる他船がいな
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かったので本件作業を行おうと考え、船尾方を向いて船橋後部の海図

台で本件作業を行い、その後の船位の確認を行わなかったものと考え

られる。 

船長は、東流及び南西風があることを知っていたが、本件作業に要

する数分程度であれば手動操舵のままでも同じ進路を保持できると考

えたことから、操舵装置から離れる際、自動操舵に切り替えなかった

ものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、手動操舵で南南東進中、東流及び南西風の影響

を受けて進路が左偏していたものの、船長が、船橋後部の海図台で本

件作業を行い、船位の確認を行わなかったため、本件干出岩に向かっ

ていることに気付かず、本件干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、次のとおり改善策を講じた。 

・安全会議を開催し、自社所有船乗組員に対し本事故情報を周知す

るとともに、単独での航海当直の際は、操船以外の作業を行わな

いなど、基本事項の徹底を指導した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船橋当直者は、航行中は、操船に専念し、周囲の見張りを適切に

行うとともに、ＧＰＳプロッター等を活用して船位の確認を行う

こと。 

 


